
連載‐第22 回‐Recommended by the president
経営者のおすすめをご紹介します

社長のRecommend
Pick Up！ 今月はおすすめの一冊をご紹介します

株式会社　酉島製作所　代表取締役ＣＥＯ  原田　耕太郎 氏
●今月のご紹介者

『サイロ・エフェクト 高度専門化社会の罠』
著/ジリアン・テット　［訳］土方 奈美　　出版社/文藝春秋

［概要］
1999年のラスベガス。ソニーは絶頂期にあるように見えた。

しかし、舞台上でCEOの出井伸之がお披露目した「ウォーク
マン」の次世代商品は、二つの部門がそれぞれ開発した二つの
商品だった。それはソニーの後の凋落を予告するものだった。

世界の金融システムがメルトダウンし、デジタル版ウォーク
マンの覇権をめぐる戦いでソニーがアップルに完敗し、ニュー
ヨーク市役所が効率的に市民サービスを提供できない背景には、
共通の原因がある。それは何か――。

謎かけのようなこの問いに、文化人類学者という特異な経歴
を持つ、フィナンシャル・タイムズ紙きってのジャーナリスト
が挑むのが本書。

本　　社：大阪府高槻市宮田町一丁目 1 番 8 号
資 本 金：15 億 93 百万円
売 上 高：646 億 59 百万円（2022 年度連結）
従業員数：1,665 名（連結）/ 934 名（単体）(2023 年 3 月 31 日現在）
事業内容：大型・高圧ポンプの製造、販売及び

メンテナンスサービスの提供
ホームページ：https://www.torishima.co.jp/

Ｑ１︓この本を手に取られたきっかけについて
良く言えば分業・専門職化が進んだ組織、実態は

個人商店化した『タコつぼ』文化を打破する施策を
打ち続けていた時に、弊社の現COOであるAlister 
Flettと話していて、初めて『サイロ（Silo）』とい
う言葉を知り、この本を手にしました。

Ｑ２︓この本をおすすめする理由
『効率化を追求し過ぎると組織はかえってうまく

機能しなくなる』どころか、『重大なリスクや大きな
チャンス』を見逃してしまうということを、ソニーと
フェイスブックの比較などから分かりやすく紐解いて
いきます。また、企業だけでなく病院や警察などさま
ざまな経営の事例に多くのヒントがありました。

Ｑ３︓どういった方におすすめしたいですか
創造性をUPしたい、守りから攻めの組織を目指

すには、と悩んでいる方にさまざまな気づきをもた
らしてくれる本です。

そのためには、どうやって組織の柔軟性や社員同
士のつながりを維持するか、という仕掛けも大事で

あり、社内のクリエイティビティを刺激し、社員同
士の絆を深めるためなら、ローテーションやオフサ
イトミーティングなど多少の無駄や非効率さは許容
しなければなりません。

弊社では、異なる部門の社員が出会い、絆を深めら
れるような場所や制度を設けようとの想いから、本社工
場ビルを建て替えるとき、思い切ったデザインにしたの
ですが、それもこの本が背中を押してくれたお陰です。

みんなで『タコつぼ』文化を一掃して、日本を元
気にそして強くしたいですね。

（ご参考）https://www.torishima.co.jp/saiyo/office-tour/

会社概要

本社所在地：大阪市中央区道修町 4-4-10

従 業 員 数： 3,495名（2022年12月現在）　資 本 金：34億5,000万円

事 業 内 容：医薬本、医薬部外品、芳香剤、衛生材料などの製造販売

　小林製薬 株式会社

水洗トイレ用芳香洗浄剤「ブルーレッ
ト」に続き、心地よい香りでトイレをより快適空間にした
いという願いから開発をスタート。オイルショックでトイ
レットペーパーを取り合いするような時代に、こんな贅沢
品は売れないという社内の
反対の中、小林一雅は「狭い
日本の住空間、ニオイで困っ
ている人はたくさんいるは
ずだ」という信念をもって
開発を断行。1975年日本初の
トイレ用芳香剤「サワデー」
が誕生しました。発売後大
ヒットし、その後の日本のト
イレ環境を大きく変えてい
くことになります。

　発売から40周年を迎えた2015年、ブランドロゴを英字
「Sawaday」に統一し、自分の好みな香りと、おしゃれな見
た目で空気と気持ちを心地よくしてくれる上質な芳香剤と
して新たなスタートをきりました。 2008年に祖業である卸事業から撤退。

2012年には医療関連事業を売却しました。メーカー事業に
経営資源を集中することで営業利益率も飛躍的に向上し、
M&Aや海外進出も積極的に実施しています。
　小林製薬グループは、医薬品、芳香剤、栄養補助食品（サ
プリメント）、日用雑貨品などの分野で、さまざまな製品を
提供しています。これらの多彩な分野での製品提供は、現状
の事業領域にこだわらず、より幅の広い「人と社会に素晴
らしい『快』を提供する」という経営理念に基づいた事業活
動です。
　1999年4月、従来の経営理念に小林製薬グループの特徴
の 一 つ で あ る、「創 造 と 革 新」お よ び「Something New 
Something Different」の意味を加え、新たに作成したもの
です。この経営理念にある、人と社会に向けた「快」の提供
を追求することが小林製薬グループの存在意義であると考
えています。
　そして、2023年からの3年間は国内事業の安定と国際事業
での成長加速を実現しながら「2030年のありたい姿」に向
けて、新規事業開発やデジ
タルテクノロジー活用、大
型設備投資を成功させたい
と考えています。
　今後も、全社員が一丸と
なって従来の枠を超えた新
製品やサービスの開発、新
規事業の創出にスピード感
をもってチャレンジしてい
きます。

生活環境の変化を的確に捉え

国内外で新市場を創造

２０23年▶

1990年代に入ると、暮らしの中の未充足
ニーズに応える新製品開発を強化し、現在の収益を支える
基幹ブランドを数多く創出しました。海外展開も本格的に
スタートしました。
　“あったらいいな” をカタチ
にすることで、「ブルーレット」
や「熱さまシート」「アイボン」
など数多くの製品を生み出し、
新しい生活習慣を作り、新市場
を創造してきました。それらの製品の多くは特定のお困り
ごとに着目したニッチ製品です。一品一品のニッチ製品が
社会に貢献している、これこそ当社が社会に存在している
意義なのだと考えています。
　1994年に誕生した熱さまシートは、額に貼って熱を発散
できる製品ができないかと開発がスタート。どんな素材で
実現するか、当時の開発担当3人が居酒屋で話をしている時
に、刺身こんにゃくが落ちて手に。その
ときのひんやり気持ち良い冷たさがヒ
ントになり、メントールを配合したジェ
ルをシート状にするアイデアが生まれ
ました。海外展開も1996年に香港からス
タート。その後、東南アジア、米国、欧州
と順次エリアを拡大し、熱さまシートは
海外売上が半数を占めるグローバルブ
ランドに成長しています。

新たな生活習慣を提案し

“あったらいいな”をカタチに

1990年▶

社長室に掲げられている「知・仁・勇」の額培地からの発茸状態

現在人気が高いのが、おしゃれなインテリアにもマッチする
こだわりのデザインの「Sawaday 香る Stick」シリーズ

本社（大阪市）では熱さまくんがお出迎え！
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